
プロジェクトの概要
ウィズ・ポストコロナにおいて、メンタル不調の予防
はもとより、将来のウェルビーイングにも影響する、思
春期を主とした若年者のメンタルヘルスへの対応は
喫緊の課題である。
本拠点では、児童・思春期から成人までのライフコ
ースを通じて、メンタル不調の予防、メンタル不調者
の早期手当、必要な人への医療への橋渡しを行う
、いつでもどこでも誰でもアクセス可能な全世代対応
型遠隔メンタルヘルスケアシステム(KOKOROBO-
J)を開発し、モデル地域/学校で実証し、全国実装
する。KOKOROBO-Jを入口に、同世代やピアサポ
ーターとの交流、地域支援者への相談アクセス等を
一元化したメンタルヘルスプラットフォームを構築し、
メンタルヘルスケアが当たり前の社会を醸成する。
また、児童・思春期から成人までの個々のライフス
テージを俯瞰したライフコースデータ基盤を構築し、リ
スク予測因子や介入予防法の開発はもとより、メン
タル・ウェルビーイングの高い人生を実現し、健康寿
命の延伸を図る。

拠点名称：全世代対応型遠隔メンタルヘルスケアシステム(KOKOROBO-J)による
メンタルヘルスプラットフォームの開発・社会実装拠点
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